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|,」 :卜 Jヒ 3):`菫 i■治ヽヽ そ聖寺まで行わ

十二 考お|~tる L軍騒「::,1:′ ,Jヒ JJ‐ |■∬tネ■■1幹 rヽ lt'lL

は理iF書摯
~」
tヾて碧ヒ 、P(1野 して ろヽう:.lL町付着で

■11■臓菫え ,そオ1よ l:JとはたF寺までけ t々r「饉 !て
1ヽ る('1'、 .昭和 211■■行われ■演1量 と今回の測 11と

■麹較すると、 、聖寺∩壁動を零 と償定すると,熙井

■
'1防
の豪田購では綺 `11'C!11の滝下1:示 tて ヽヽろうて

丸岡町附近で釣 ル)C:い の騒場 /1‐ 示ヒて tヽ る(こ の電

動の籠群は (鞣「 舞ヽL震で断職が■か
二

";合
に,そこ

ネ・水準撼路が艤つ■とキにノで スヽ1｀1ている。従つて,

九闘付近な渦つて
‐つ
`:)"L震
断甲がある 、ヾめと解稀で

きる その方1句は,1(ヤ :鍛路ボ 1本だけなのできめら

れないが、 1(p席北の方向であろうと想像されて い

る ■魔撃 lま 幣褻地評調査lTrの 手によつて行われる
1舞甍魏01(準鰺「 醸`濃1と この付近一帯の三角動の再測

量の繰
~l、 ‐つて明鋳 l二 なることであろう。

地露後 11責地球物理装宰,地震研究所,中央葉象
豪の共力 |「 よつ`て饉鵞椰 麟及びその周遷に 11)豪以 }1

つ地震計が懸 争l■設置された,が ,その結熟 ■よると,

た確寺町の竜俸1か らず綱 雛方面1■かけて多積の小さい

餘震が霧午lて 、ヽる 、1の他,覇
'「

露剛ギ[に も相繁多

鞍の小餘脚 :壇つている .‐ 餘震の回殿は急速 1■減少し

てしヽる :

本震のとキの激震阿城の地震動が どのようであつた

かを知ることは極めて驚要なことであるが,従来の大

罐震 1■ 解 1´ て F,震央付i書の地震動を艤械tiよつて記録

し十例は殆どな、ヽ、今回 も亦,還爆ながら本震時の震

央付 i■の地震動は構動 の波寝,韓国の状況から推定

するより他はない峨熊である.こ れでは簸 り決定的な

ことは分ヽないが,概して震動 の電位 は類る大きく
取苺c:】 ,数はそた欄 、11渉,つ 1,所 /」 iあつた たうである。加

速度につても!色 々推定 されているが,最も被害の大

=か
つ `二九岡町方面においても,鶴壌 L´

'■

家屋は■1と

して農家風な漑 の建物であつて,金嬢御 `(.%
とはいうものの,東京の曲手(■見らオtる文化住宅式の

壁の多い12物で働壊を免れたもの力:二,=見 られるの

であつて.こ のような燿から見て,縫来の大対L露 1■比
イて特 l■ 加速度が大きかつ 1■ とは思わオtない。清索は

御縣少・(く,‐肇の樹 の設置を責現 したいと希 うも

のであるう:, ■オ1は経費人手の議で言うべ くしてなか

な力・行、ヽ得ないことである。近イ11米買では多数の張震

計の各所 1■配壁 t´て既 |■幾つかの立派な強霊記録を駁

‐■てヽヽる。我置:近年の例を警′ても,7F均 1年中に 1

間の櫂で大小の餃稜地震‡■暉.舞われている。はやく烈

震地域の地域の烈震動を直接,器械憲i測によつて明磁
:■ lて ,t木凛集の設蹄,Fl縦の贅とヒ́

'1い
ものであ
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今口1の顧捧のなな震は,その震源が標めて沌いため,

稀
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見る融震であつて,雲道も各種の甚大な校害を蒙
つた。これから拡べる日11,t,1機隷壁江一大取寺隧

及華 燎金澤一声畷〔‖1である。

1・ 軌 遺

軌選の鳴験は全艤に竃つて著し〈,特に九賢籠l11-―

森田椰,金澤厠附近,細昌木椰附近,三肝線の金瀑――

声瞭‖勒諄『しい。路侶には大した鳴駅は駐られないに

も拘喝ず,軌適が警しく擁形してある慮がある。これ
は■僕が路盤,清床など異なつた個有振動したためて

あると懇|せtる。これは軌蝶が局絆 1■渡状を発して

あるので,波長
"rll位
で,左右に移機してある。な

右の振動の露と云工、より寧ろ,餞路方向の振動によつ

て,軌條のある部分は,枕木威は書床によつて路機に

碇讀され,ある部分は浮き:11したために載條燻有の振

動をし,軌榛そのものに張力と暉 力が働き,こ の騒

縮力のス1めに軌饉が坐掘したためと思1減tる。この軌

蜘 こ張力威は醸籠力が働しヽたと思はれる証

"は
軌償の

組日の題で,ボ ール トが剪麟され,又犬釘の饉で,執
僚が い Itl位移動した痕跡が魏れてある。又=押線

の

曲線部分では,軌蜘 ■張力め蹴 いたために弓の弦の機
:■張つて,枕木をつけたま 横ヽ鶴しになつてある魔も

ある。

道床砂利は全線に■つて,左右に崩れ出し,殆んど

施工難 ―一杯に艤り,機つて適床厚は不発分となり,

螂豫 二五つて 1験 常り {11ヘズヽ2m3の 砂利を抽充す
る必要勁:ある。
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路嬢を築堤と切瞑と1■分けて見る。

築機の麟場 沈下,自理は舅る露で見られる。時に

下は全線に亘つて知 り,不海 1● Cn〕 は沈下してある。
櫛 は
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umでぁって,勒 高さQ5m乃至

l lll性が多く,叉水田地僣であるから 6 nl,鴨臣10

ln位の機疑が多い。この機果の前後の自動 =特
に沈

下が激しく,橋蜃の沈下が比較的少ないので,nIこ
の前驚の簑発の婆下が職立つ。嬢難の
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業なわ凄機が,そいま 通ヽ りItiし た鐘な繊沿【争 t、 か

蒻鶴麒鐘陪鶴賤参Ell藩ちと衰賞欄騨農様鰺してある,

鶉 鐘,鷲醸縁■は懸めて少なく,金魃 ´
あ

鶴燿渡鸞轟鶴藤蔭とftは電醸尋こ襲燒けてある。

嘔憮錮鐘嚢織獄ケ澤れこ』鞭薩絶1■蟻あれま食は轟∫颯つ

鷲釉 鶴機機亀のでItな ヽヽ。最緑瑯どい籍巖鏡気銀

晰隋 …簿朦難:でぁつて, 苺遷静:入鬱て r濾、惧鸞太ホ・

な機 =あ
る。

餞颯鰊難であるが,地鱗華:ここり鶉襲罐鶴島道の難饗
鍮攀整ヘカ篭 ち込んで轟饉した鐘があるそ罐隆鍋る。

釉 駿藩が最も議しいのは艤轟本鞣踪域のもの

で鶴震の高さ:ttt ltt鸞 筵 そのうち最羅鷺欲 籠=の

貶 扮‡轟鶴挙構して ユ機轟 鍮鑢鸞警ぁる。亀賤鐵で

は仁骰置畿の多い議である。陪嫁の綾饉晰颯質なの1こ

馨‡畿えて,切戦饉晰 櫻 は篠めて騒 磯饒つて,纏
燒鑑鐘難/.ど畿傷が見られなtヽゅ爽制壌鰊贔聰が,饉
‐扮 八つて轟れ欝ちた鱚 鬱驚向鬱贔麟慧た。
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聰陸鰺の艤難錢ゎめ駿難鷺糠浄材 さヽく,な難フィン
タ鶴餞威は饉藤艤核とな饉のが多く,ス畿饉辣湾が援
いためを二,統ぶ下のカズ静ノンートなどの飩晰なたも
のヽ力i難しヽ。箇議懸駆こ鑑トウスはなく,磯慇攣 べて力:
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瘍鞭鐸り霧輔脩糠↓銀鶴し,濃緑鐘颯鰺壌鐵饉甕が入つ
て,篠らな機なて姦ふ。な曖濱櫨麒絣爛饗繭じf_‐ために,

綴参ゾ′撼―ボわルトは謗機されたも,蟷織け た0
して慾り,轟申略酢寵麟こよつて,奥き優され轟鬱麟こ数
義してゐ鶴室のが機い。 |  |‐

―
‡1腱染  これ鐘 難.3準 は 艤命は 難で,

艤麟驚鰺饉酪睦らの井欝 (晨欝 11攘驚1と 欝じく鯉 畿

‐魏 藁ゞ選轟亦⑬ゾは '

1隋鱚li灘録辟隕
・

‐裁磯職中 てみるため鐘な議であるが,嶽騰導臨
れ口がら1-21nま で姦測臨籍‐な入つてある様に最総
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議まt霧鬱|ま |は晰  =難 緑颯 構鍮 へ難i=あるもので,
11111な 譲蠅, 機11」 韓 わ鸞讐憮憮峰鏡甍鍮颯鍮畿整
亀雛群舞鷲一篇爾爾難濃赳電鵡鶴。

ltillll:な褥  轟れ饉瞼艤眸薇姦Å :鷲菫轟機鷹ので
11)」 豪I命 瑾遮で,競覇蟷なし箇炸鶴。雉瞑難が鑑脚
の月難欝銀鑽畿鯉・〔晰 鰺簿饉鰺撥菫ぷが鎮 こ欝膵され

てある。

これ鶴辟憮鰺籟璃炒颯摩オtll鋼 を見ると驚し醸続が入

ジて緩米賦銀の糠i畿絣彰強は畿攘 4ま しなかつたであ 1,

うと思饉鶉鷲鶴。競晰鶉丁 慧たのは入麟麒サ1饉けであ

つたふ

4・ 辣 艤     ~
このI鍾の隧磯鑢髯無壌跛鐘 (俸饗・T辣議末闇)千

嬢 通 褥 簿一声援晰 でふる。無餃鷺選は難晨繭

筆継難Iの 亀後で,鮨 畿量である。幅は難艶して,朧
磯は嬢難よれ安全で鶴る畿鯉蛉漑務がで會畿の難緩総

選1亀瞳Iな舞革紀懸の砂飩仄鸞躇‡憫麓購蒻鰺貶 念燎1

入つれ炒 ::寵選饉角の鏡難 進あり,これよう寵機は接

頂と饉畿機の簡鷲|こ鑢通方向の鑢難 =あ り,隕鵞鱗鷲
の農驀が襲藩してある。饉爾翁贔蜆護ま鶯く麓受:すられ

ず,通の儀度の設警では,数鶴の
"は
ない攘であ/●。

千狡蝙難妻ま,地贅奪ま狭積腰の砂麟で,これは上機りも

少なく,構筑鶴よ鶴菫.懸 機 饉のM轟議院鰺嬢角の方
疇銀大きなわ 久駿ね ま参奪議ゝ畿簿を蠅筆)であて,そ

こ瀑ら意惨が麟れ畿難て轟る。申鶴陸こは総菫方穐の畿

曇が入つてあるこ畿鑢鼈はで轟壌金

今魔の畿褥 見電覇釉隧繭蝙儡炒隧ぜなれること

は,圏蟻鰊観舞漢いた機轟 隧晰翁蟷檄罐謗けな毅畿やな

る。例へば鑢江では畿警槙艤¨麟なヽヽ苺4饉鶴亀輩議儡

しの大圭轟で〔t大颯 畿瘍摯鷲麒珍議ス畿轟塞鍮鏃檬

露幾の鸞鐵が艤襲してあるの難=籍ひの曲鱚

は罐 鍼≪轟ない嬢警ある。

以ヒの艘蟷覆録鶴鸞鶴とな撃まの畿である。
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1::やおの嗣鷺拘と:[は
':1裏

詢 trttt・「 |ま な最

大 i  :のはな :[1、 li t,1■ )て饉少である.i ttti逮 と

: ■は
`卜

|〔場地長とt_ては|[物 t鐘設技童こtて 1ヽく
とtJ´ 〔ある関ftt L校 1年 とヒては最も甚人である 爆ら
〈全損害の 豫)ヽ (l10」 を停車場機係で占めその|へ 馬

,111｀た1鷺場の後経てある。な1何に脆醗なな造感機犠

ぎ,al難事二月_て常 ,■大きな弱Bを形成 lてみるかは戦

攀を通餞≪鋼惑難＼す1又こ にヽ鯉駿 さ :なら議t′・り磯ポ亀

ある。土木櫂遣権としてはた籠 たし′
‐
膵がないのであ

るから畿警は少ない.・7である。又饉輔中櫂とlて 1ま細

警停 1鷲颯及び艤筆難がそのシエイトは他の群に比し難

繭 7こ大き (,此のi羅 災害後菫 IJで開装 し
'ツ
=ヽ

鐵城蛯餞響暉t較 1事傲少く藝んだと緊い1彗 ようっ應 )て総

肇の焦露は九熙絶川橋梁の開通 IIIf●11■か ヽウ停車機関

係l機裕な:11嗜て藩次磯簸ヒ得た亀のと磯‐ヽらオtる。

壺1こ 何と云つても騰 1もの機害は最大であるから完全な

復奮は 11年度,■持越す懸と 考ヽ‐、られる。被警轟額

は表-2,3の通 りである。        
う

套-2.修車場復薔費

:継急復書  本 復 薔 1  歯}

させぎるを得ないだろう。就中筒特披書の越しかつ:、ニ

の1ま颯援炉懸,響輩1,細石本であ鶴蔭
l' 時降場  栞綺場は軽微なもので笠jl i網藩程度
であるが,酷いものは,,=― ム面饉裂,沈 卜・,舗装鑽嬢
を受けメ」。最も整しいの準ま奄i驚 細樹木爾膵であつた。

細呂木轟の盛上部分は全然形を失つた。幅井Wは全餞
離1 20cnl報度の沈 ドなぬた。纂鶴難ではないが鉤″ト

騨貨物ホームは轟製,舗装破壊
'こ

より甚t,い損害を豪
‐っァ,:く,                   ´

. C.機関lty:豫鏑及び綸水設崎  鵜井群識欄饉緻中
にある T)和 級纏鰯 lliは寧べて綴れその上

'こ

事摩 軒難

が倒れかヽウ鰺階たる状況となつた」電じ甕外ビット,

輔 11騒等はIt害 24・受けなかつた。此の腱においては金

津の韓鸞〔凝も閲機被書 t‐受けなかつた。褥鰺構撥鰺の

耐震性は注Hすべきであると思はれる。藉井鶴機関置

爾内の鐵筋コングソ¨卜難水タィタ (容量 1霧簗準)

は■ i`:こ倒壊してt7Dるう:,之は膵のつなぎを鋏いてゐ

る1投 til´なの鉄協によるものと

`へ

われる。無 i用

「

構内

の煉瓦畿タンクは傾斜したま でヽ数つた
'め
置最優薔

に役立つたし億し配管機械設鶯警は相鶯恨書を受け

た。◇燒籍水タソタも燎瓦造であるが,鐘書は饉少で

あつた。地下配管は殆んど完隆に壊破されてをり復ヨ

おこは新たに数毅なした。

d.跨難薔  鐵骨造たる跨糠橋は軽井,丸岡,金
障共驚群嬢害を受けず J・資建物のないため拾好の体憩

室となつた。

G 保安施設  信競場所は轟井操第 1,2p t薇丼
饉 1,2,金津第 1,2は何れも朦畿耐 0部分がJ酪眸・

さオし,量根が聯動機の上に落ちかゝり墓度を餞壊する

甕殆ど共通の崚鮫現象を塁したJたは信機場所は轟無
が重〈三階は見通しのため=力

慮で螢のないことに鶴

鶴して饉る。今後の設計に付いては充分の考慮としな

ければならないと考―ヽられる。          ‐

信機饉は殆んど倒現しキャリヤ"は優颯した。競中

金津諄のパイビノる 機昌本の甕動のま動機の毎畿織

始状に屈曲した。

f.饉鶴一般  瀬隣操醐内で難ぼ発畿な厭饉で鶏
つたのは3機で内2檀はトラス構職b後=饉は彗臨じ

舞鵞絣雛翼議鴛 露魏轟
嬢がラーメントラスの一部な形成してみるた

―‐           |:■ 摯‐

撃こ鸞し鸞に交夫であつたと云へ拳
`  
■   ■■

細井澤本量は最近完成したもので餞勢職魔ですんだ

土木構畿物

保 安 地 餃

建   1カ

猟巌18千円 1 3■57千円

23798    1  2叡 ,73

29)782    1 3'2782

S933f‐紹

2'5

32t(κ ,

合 番}i         l毬 儀)12

壼-3.停車場建輸本篠書費醸糠

被 害 11度 1面 積  撃 債  金 額

文舞又鐘金壌 1 212】 ,m名  は1創千円
領    特 1 1(2)) 鋒 〉〕
絞    損 113田'(I   摯節

|

計

灘餞71ぶ,r,再

34152

631鷹 )

督)0782

今ゴ1舞な各猥籍期に大路を識明して見た苺ヽ。

3.停 車場内の義遭  前記の波書顔:こ lt軌通臓係
は含まれてるないが,構内軌遭濾彎般的に見て賢彫挫

風等甚しい状態で沈本は殆んど浮き_Lつた めヽ殆んど

鶯籠間嬌こ渉 り構き観めき蟻ざるな舞なかつた。但し之

等は饉路」1手の動員によつて比駿的短期間:報経し簿
メリ :,婆土題臓:における地盤 沈下は千均

"～
∞ Cm

a度の 1般沈 :ラ :見られるため之の顔形饉欝は容易な
らぬ炊議で今後=三

ケ′臓i渉 り砂和補充をしつ 打ゝ ト



Jと な 鰺 鶯 災 審 鰊 擬 畿 務 :磯警

のは不幸中の幸であつ ':3之 iよ it物のなな癬考に鋳鏑

のあつた糠ではなく地組の製献に燿鶴してある。鐘お

解腱の_L徹底 l´ 11修理をせねばならなと鰺へらftる。

之をおtV‐pて見ても燃大なな造凝趣務は,11と い畿鷺囃簸

が111何 :こ完全でも壌纏の

“

献ぶ■は抵抗し得なもヽLねで

之が封策lt鐘筋コンクリート蟻鯉す鶴濃i嬢 爆まrAiぃ な

考 、́らオtる 。

一蟻 :覆鸞つ
｀
て沖額冒の灘い晰価の難輸1鼠鶴騎鍮貶

震規格な港へ巻感援があろうと隊
‐ヽられる。

経 艤懸  餞 資頗そ簡撃な艤告で恐れへ壌議
:扇 1・

大して嘔辣 難錮麟なとなる餞な私のiまないかな蝙参難

蝙隆畿ゆるo

鑑麟藤 艤  路   _.

濾擬解)籐張薔
'1饂
鶴翻蟻難鶴麟癬薔を理貯つ電蠅けた遮・くてゆ

くと簸こする。     :
6薦 霧)欝鶴驚灘甍線檬饉灘下は,擬難より滋贅憮

壼の好頌 よ攘八な自動事t‐―議震颯で少簸の後鸞
露翻東鰺朦朧饉憩畿賀に入つ|た薔酸鴛の構鶴撼は,名

菫濾ilf,驚鶴簿難簿縣各地から参襴 見舞諄

0贅撫繭麟雛疹爾磯してあるの転頸のあたり鶴てその

鶴 の大なることをしみじみと感じた。か《鷲 12鐘

擬饉溝移饉=鐵畿
議
=舞
い準のが響 日の午前鷺雹饂鶴

饉鐘轟塞晰薇%で議藩警難0は舞可能を確めて晰欝臨

穐つた。1鐵鰻を獲外れると躍選は一部風野′‡荀攘けな

租驚して議り,この機叡こ饉孝こ

…

餞 毎球t

蜀 鑑赳 鑽 鍼判憑
井附競から t機加して鸞鶴麟ち.I路を

のもつ 鐘ヽ 警畿鷺厄鶴督鸞1舞
い攣ドあ?な。囀 参

繭賛軸ド入つて警
づ覇緯摯摯

もなのtt・1寧攀饉導のレー

・
驚舞驚ン難謝輩嶼蛾逸遜
■補は供の建J餞 2■1)挙ァプ
カtス ラノ金臓が水李又畿轟いに轟鶴し,そあ欝だと
きltホT司卜4J種 撃,摯.以上、彗準難て響摯,

をのな蟷量撮仁≪苺 1'・ わ:i置 41磋繭難 1へ路邊檜

核子亀驚晨直与醸鋏廣隆11援 、ヽあIIIな れ轟鐘滅:る .驚眩鷹

なの諸纏鷺鐘驚晰彎鐘魔‡̀壌:は警ななtま■警轟院議‡驚

蜆鷲隧蝙な麟機の構で 書,議 鶴 な踪冬鏡

`1鏡

■疵 Ft'鶴

難,晰蜆 ムなな11人等≪攣鶴。
ブ顧 難i‡灘量琴繭方鐘輻 警本位ま

‐
は撥t諄攀鍮春亀

鍮でもその販:II部はほ籍鍮《貶下難.驚 鑢燿め職鋳:1鐵

念鷺入れは欝ることなないKは'|'ま うと職‐なれ―澱蔭

鏑鸞蝙鶴等のな妙 に濾はず蝙下斃滲であろう。この蝙

1■量り構議鰺の霊醸 蟷 辣は
'‡壼鑑綺機さf3_る ■鶴鰺

後や瞑 iせ議路と比載しては勒 ‡撥鶴ヽとい濾、機と驚ま瞳晰

餃の簿颯銀幅し電務か,お饗 じであるの構鐘鍮嚇だろ

うか。

鑢辣簗骰こ1は t,驚 11報告があるが穫麒なの低本路難

姦攀辣網が低水鸞院議で懸 てあることは,本統の続

鋳ポ莉 ならぬ難が最も饉 t´ しヽといな量との融襲:こ

なる融ほう金亀覇朧サ響 地雛の金鑢 跛饉を受けて

ある畿Mで篠,銀のな聰転騨饉へ,落 下れた辣綺社を

め輩 申ヽ蟻 源てふぐ雛鰊れず巻れたが道
']よ

らの議鰺畿

開難に最亀鶉畿とはや力欝

家には 態のは や鰈 の鶴爾であるが,議驚襲

の夕芸警こ餞達舎鶴総 黍はプ農 欝轟爾辮が 2畿轟麟藁瑾

て沿つた機=ぶ,こ
れ警餞《饒 憮攘 [′てある家颯

な鶯めて鼈 外に押轟すことが機楽たらと饉つた

勝ち 圭本艤機の話で饉とん鸞饉腋審轟ととのことで露

これ簿纏 付けな量な奪はな慾簸鉤て難くべきもり

と麟う。

最後に一け畑ォtて甕嚇たいことは鷺路の数議鍮耗1艤

ヽ 軽 つ卜 の昴隧骰隕 饉とは機ばか鑓鰊

狭盤なも蜀鸞♭麟岡滲飩幣褥饉事篠 1態 kt議 許りのな電 餞

ケ所も約 鷺類Xllの鷺轟鰊藤のなれ違ひが金《篠覇骰

で競その構彙で時機轟饉轟《惧 蝙 をしなけれ爾雉

らな な ある。こオむメ鐵拶貯撥蓮辣する救機構崚資の晰

入などれは蠅ら崚てなな麟ゝ ス麟赳奪を菫
～
で蝙鶴轟

難率を鷺蒻繊たが,鎖銀饉な難してあるので鐘畿鰺ヽか

と資に鐘なとす機のである。こオ囃 轟然麟難:耗貶鼈輩轟

鶴つた闘爾でなく鵞魏甕るな磁機の謡適の義鸞隆聰

る。以て烙隧む奮めた粋機鸞鱚鍮畿ながarlfIIに隠れて

亀るか察して鐵る簿と艤》幾

1   諄 藤 隧 蠅 魏

‐
1・ 拿鷲が舎   .置  

・
  .

鑢震後難駿省にf・・簸ヽて鐘辣畿饒跛鰺を現地にな褥蘊
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壼最大機 |

1      1   1
長 麟 構IR漑

井廊
篠
燿り縛ホ

|

五 機 構 1糧凸麟
奮 II鷲雛

艤  纏1鷲麟鰈
驚 欝1艤

鬱卜 力 機
:曹蓉霧

繭難‡節

:

機は臨繭:賣欝利
井藤

瀬井縣飯井郡
二憮町

石川舞江沼灘
大裏寺町

顧井艤 黎郡
長競繊

釉蒸構
1響議巾簿
艤
:鮨鰺骰

執 城 構:轟壽市内

義として義本艤簸の勒 の闇甕なせしめることと

なつだ。議覆除は土木鋳究麟雉9名より簸威崚なた 7

月 10鐘覇′|!懇 :工け をふりだしに主として

ブ顧鋼麟1剛嘲臨繭籐難攣藩赳畿行ひ学藤213‐‐‐8完了
L彗 した。鞣歴薄鶴雉疵臨 鶴餘 湾J機翻為 水
難 雛 颯 攣 :こ及ん=執

~F嚇
難
―

の披書をひき出して極車に鶴鐘する事とする。価 難

目は 攀なる期讃警鞭     「職機鋼酸圏瞳難

告書Jをお鷲罐られん事を鷲議する。
2・  用機
今次関度を責施した豊路機は食難で 15である。霧

腱これで餞書僣梁の全部な力太―した鐸でttなく本鏑

査以外にも彼害を受けた欄藤が鶴雷にあつたのである

′

は 震鶴穣颯

ぶ 難 土機

鋼飯 構続

″

欝鐘緩震錢

‐ N―   1 8ζ .1)

iざ尋′―爾 15R.恣

N暉華 :機、.4:         :

IN4ゞ_wi笏 9.。

IN_象爾1爆濾

アンカー撃″鶯



Jと F薇 地 震 災 警 網 査 懇 「:

主筆因のようであり後者の場合はなL震にll被害のみと

は電なし難い繋のある・丼(こ の '卜については後違する)

を併せ考えると今次地震の橘梁に

'iす

る被書はT部構
造に限るとお1:し ても過言でない状況にある。お1下波書

の種類をダ1撃することにしよう。

(1)下部構造に鶏する被書
(■ )橋脚  躍脚にrlする被害

=f分
知すると次の

よう11なる。

(イ )湧ダ鷲 《口)傾斜 く膠⇒ 鐵歴斑
下部構造の支持力中鋼えば FHction l)ileの 如1(

散 in Fdcttonに相常の負線をかけているような場合

にあつてはか るヽ枕が地震に際し前後左右にゆすられ

ると地盤を機との間に関騰ができこの間藤は地震の持

類中は崎蟻と共に増大してゆく饉商 0モ あ りこのため

井
in Frictionが 急激曜 少して逮に端 力に不足を

生じ沈下をひき起したと鋼定せられるようなものが相

雷に見受けられた。丁魔洪水に議し根の洗堀を考置に

入れて善度の機入を決定する時は pに地震に鵞して

もこの響影必考えて根人の機さを決定すべきであろ

う。叉領轟は地震によつて生する基礎内の水不墨力に

■L土の受助土懸が足りないために生するものと考え

られ韓倒は専ら甍度の不足に油串するものである。事

‡tttr‐・候たない。

"側
は土鶴では特に多く露められたが本造生機 (務

査口果は全部本造土憫であつた)においては上の電量
により死荷重が比較的大でいわゆるTOp heavyの領

向にあり礎つて地震により欄麟購獅に作用する曲tサ毎

用は大であるがこれを受けるべ購購獅桂部の地調窯lt

水に接する部分は乾凛常ならず一般に関敗L易く有効

麟面を減じているのでこの部分から折れて
―
HL

_t部構造が河中に

"落
した瞬が相営にあつた。従つて

籍御のこの雛 費してlt発分の数査を行ひ安全を期

することが必籐である。   ■
(b)機嶺に関する技書をあげると次のようにな
る。

(イ )A~F(口 )慣‖(主として前面に傾斜する)
(ハ)澤み出し (二)籐 よる― 付鐵
下 (ホ)額数に対する●甕 (正面壁に略た水中
に生じていたものが多い)及パラベットの瞑付部
の政損 (へ)軸の餞壊      ‐

楓壺ヨは一銀的に申して感土になるから―
には

この部分は必ず匿密を受ける。そのた●攣
浄口it`ザ彎下響 うものであぅが12-与北

眸線との交叉鶏に架腔 :な .し れメ・鷹1木橋 11■ F,ヽ て lt

Hig11 1)ankなる.'1めこの作用持111ミ なit'デ |´ 1い l

l'11■の沈下をll三 じてい′‐っ

叉鶴饉袖も殆んど畿穣していノ、1がこれまま地震時 l「

ilの安全鱒樹作用をなす《‐のと考オ|,れ‡4チる。すな
')ち橋薇の本騒強,■ltttt r袖は一般11黎 (illtt tr)iL

メニ構造物であり地震1寺 1■ tづこのお,分が破壌する三と
1■ .た 0背海の観 時上慶を少くする役毎々歯丁ること
となり洟鰺

`こ

作Ilトケる襲力が4弓まる|.t果となる.t´か

も袖の優艤IR容易であるから袖4樅来の上うに本鯰 よ
り粥く造つておくことは一報の魚進構造と考力る■と

力fできるであろう。

(2)れ 風t構造に買する被審 ″

L椰晰畿:■警ましては繭遮のように殆んど地震の直接

作用による被害とFlすべ き tの は見受けられなかつ
オ■。ただし下部構造の破襲に,た りL部構景が河中に鴨

落しそのときの衝黎等により負傷を受けたような例は

数多あつメtヽ 1,は勿論であるがか るヽ螢害は寧ろ驚接的

、
のものと獅すべきであろう。

したがつて耐震構造を考える際には先づ下部構造に

■EPrf・
‐くべきであると考えられる。上部構造つ被書

の特餐としては前述の五機儀がある。椰トー48照 ),
本機は轟機聞吊憫でありその補剛前の上難材が坐屈し

たのであるから見 L部構造の直接的被書と呼1すことが

できる諄である力:以下のべるようにこれは必ずし ,ヾ地

震の作用のみによつたもっと剣定すべきでないD:あ
るように考えられる。

鞭 如く吊腱のbl・算に際して死荷霞は悉く
Cableが負薔する事になつており補爾構は溝荷霞購力

のみしか作用しないことになつているが栗職後 Cabb

の伸に難し必要なる補正をしない限り Cabloに仲が

あると
―
力!― に作用することとなり続 に

封し麓

―

をあたえることとなる。
`轟
減 =す
ヽ

めI義に
―
t麟 する (鶴田構は毒 Pony

■unkの場合が多いから破菫は先づ L張材の坐屈か
ら始まるであろう)に至るのである力:本機は大正 15

年に架設せられたもの書購養も相構古く叉鑢修も充分

に行われていたとは見なし得ないので C8bleの伸の

ため
―
に
―
■轟卸 するに至り地震11

において饉に不安定な状態に達 していたものが地震の

争 聯 =一
つの動離となり驚に41mするに薇つたと射定

せらるがき鶴もあり地議力のみの作用でかく破壊した

もの専lt考えられない書滲=あるのであぅ。この現魯に



理
暉
麒
饂
耐
舞

麟

森

継

鰺

丸

奎

欝

賤 :l音警    :
晰 鏃 町で:驀1攣準t‐中響攣暉烙罐
菫 珈 雛 麟:顆靱
た大火鳳構溝え参価な辮 響罐囃1帯神峰舞鶉Ⅲ
晰 kはね鐵 し響 1鯰議‐輻輻 嘩
隔町の機饉篠購

=,‐

:書■篠鋼議う鷲機
‐なふ

幾 と,「 先づ利辮市の構覇氣驚

蒻,|:の轟 ある 5漱ご豪藤轟嶺齢糠機額臨

40

爾じEnttOttrの理麟:■ .た ら餐務のな震なな数 _√ノニ

るとは颯とよく驚職露無 、のである。

.(8).その鑢嬢爾に趙する特諮事猥

(8)警 ゾ鵞籍ポ籐 卜の晰   アンカーボル トは

耐震晰骰徽勒ず機麟筍 筵硫Mに なる所であるが・今次

地震 |こ壊 してもアンカーボル トに濾糠鷲参畿審が要受

:ナ 1,れれれがM嬢翁尿鰯となりこ糠 達に機傷 pr・あ
'1

'た
と彎難蟻あるべき場舗 わ`つた。彼鐵の種類とし

ては鰻 繭つたものと岬 ぬけ餞:した鹸 とが

ある。しかしこ 参ゝこも一つのF■3難 するよう1■驚
れれる。すな傷ち警ソカ"ボルトの感 鐘舗遮の機凝

袖修の鑽機と欝罐一つの難8・J撥甕なも海蟻得る議で

あるからこれのな などの機♭とるべきかわ大い凛翻

究を甕すべ鑽褥は警あ診爽蝙ら:凛畿くする事のみを奪

えるべきで饉毅諄赦傷‡憮艤鷹るふ毅れな詢FHしスt‐・・●

の饉鐵纏畿絋鼈 ら麓鶴ので鐘ないだろうか。

(b)コ ンクリ
「

卜の構衛にはする鶴電  コノタ
リ壽卜の饉籍め轟藩は燿 のような鰊 爾の学

懇おいてその難艤賤簸の,慧灘定幾の影響をあたたる蟻 ♂
のである。これ鐘難し鷲然のことであるか礎壌繭鷲鉤

はといえ′r穣 ない力弩こ調計の_Lに とり入炸
銀これ,■必要なる寸法なあたえるかと云 ういわゆる鸞難

艤鶴の方向浄:饉畿鍋難壌畿われていたようである滲睦

れと魏糠この事艤嵐銀競シクリ■卜構雄物に封しては

常t=疑賀の警ソタ拶←》機難るという続 =爾願圏職銀li

から見てもね鶏熙姦纂である事が ,ン タリート構議勧

畿嬢つ献麓から鶴て偉 られたのである。

案にコンタリートの魔衛樹鶴総競んだ 1(鶏 %被 書
軋緻 ていた。もともとコンタリートの鐵衛目Itet難

陸簸の懇難でありその位鯉:施締方法鑢 に猥霞な

る畿鷲が擁われるべき所であるが罐漂になしてブト常な

鶴難となるがなとれめ絣 1施毎方法等については資

l■…戦の欝ねが必写である。   ′

鮭行闘地の識機な今大地震ののみならず警時年暮の

構灘饉大地震のrFり もしばしば見賣けられな。

40 織 目

以 Lをもつて艤鰺機の機鰺に関する簡華なる機難陸

絡る次難である浄:謗饉構難の鐵縮臨拡少なからぎる鵞 ‐
算鶴措置機 うもので我鶴の現状から奪えて鸞轟毅れ

力r34f能であると拡鸞えない。これをカバ"する蟻総篠

前にも‐‐寸戚、た。、:菫 難二角餞纏鰯議であると艤わ城t

る。しかした震鶴陸と云つてもこれの難付となるべ群

薔礎理畿の必なな鑢穐響す驚鸞饉な 囁ヽ嚇であり今餞難

Jな 鐵 蟻 憂 ぇ 賛 隅 鸞 難 爾      ~~

爾辣造と駿んで燿震骰骰鰺辣颯恣鞭傷れ震魔を最小鰊

慇1■ ていとめる農策がべ鵞畿難麟驚亀事を真心より罐鯰

する饉魃檬ある。

【郡麟聰  艤
鰺憮鍮鰺轟で磯警磁受けた轟書は幅井稿をltじ嬢菫

畿爾,響江,後艤,甕蝙簸畿艤驚が舞瞭の6ケ町であ
巻爾
^饒
総絞獲磁び鐵なつ鶴隕畿爾を示せば豪一番の

とおり鶴 銀凍饉災なけ斬鰺贔難なれず恰鐵各家難■

贄け巻夕鸞撃饉機:こはMが艤畿しなだけiこ火災の機甕
亀纏緩議案をいよ麟 隧誦鑽簿る饉着もその鬱爵たる

な簸儀が 2籍の躾饉態に於げ鰺機発着である。

な 機て鐘 蓋箇嘔饒が購書議51轟銀が破横じ

な。け 持畿と鸞苺轟と
―
動の方織が寵薫

猿察つたと見鷹
l蒻
艤漑けに纏籐の蝙 多オつた浴

鶴纏なの機警が最大鸞あつた。
ま|

豪■懸綸 書郷康に糠ける
―

161

機(

1魏輸

12嬌鷲》

艤

300

1300

1塵
33 01

:轟

:轟

雛は等輻餞凛判l'轟憮
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